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序

肥前国府跡は以前から佐賀郡大和町大字久池井一帯にあるといわれながら

その実態については長い間，埋もれたまま今日に至ってまいりました。

と乙ろが近年，この地域l乙九州横断高速自動車道及びそのインターチェン

ジの建設が計画され，また市街化地域の膨張による宅地造成等諸開発が頻繁

に行われるようになった結果，遺跡の保存上，困難な問題が多々生じつつあ

ります。

そのため県では，国府・国庁跡の性格と範囲を明らかにしてかかる状況に

対処する乙とを目的とし，昭和50年度以来，乙の地域において発掘調査を進

めてまいりました。このうち，昭和52年度までの成果については既に報告書

としてまとめたと乙ろであります。

今回刊行する本報告書はその後の新たな調査結果に基づくものであり，国

庁の位置 ・性格等について重要な成果を含んでいるものと考えます。しかし

調査は国府跡全体の中ではまだほんの一部にすぎず，なお解明すべき問題は

あまりに多く残されています。今後とも大方の御意見、御指導をお願いいた

す次第ですが，本書をそのための資料として御活用していただければ幸甚に

存じます。

なお，おわりになりましたが，この調査にあたり，調査委員各位の御指導

をはじめ，関係機関ならびに地元の方々の深い御理解と御協力に対し心から

厚 くお礼を申し上げます。

昭和56年 3月31日

佐賀県教育委員会

教育長古藤 浩



例 言

1 .本書は国庫補助事業により，昭和53年度から55年度にかけて実施した肥

前国府跡の発掘調査報告書そのIIである。

2.調査は佐賀県教育委員会がこれにあたった。

3 .本書の執筆分担は次のとおりである。

1 ....・H ・H ・H ・-樋渡敏障

II・・ H ・H ・H ・H ・-樋渡敏 H章

III.. ..・H ・...・H ・立石泰久・松尾吉高・田平徳栄

W……...・H ・..立石泰久・ 松 尾 吉 高 ・ 田 平 徳 栄

v...・H ・...・H ・-高島忠平

4.遺構の実測は調査員がこれにあたった。遺物の実測・拓本は島孝子，製

図は松尾吉J高・田平徳栄が担当し，山本タカ子の協力を得た。また遺構写

真は各年度調査員，遺物写真は西田和巳・原口定が担当した。

編集樋渡敏障・田平徳栄

凡 例

1 .遺構については一連番号を付し，その前にSB:建物， SD:溝， SE 

:井戸， S K 土壌の分類記号を標記する。

2.遺構の寸法数字はm単位である。

3.実測図基準は国土座標にする。

4.遺物は種類別に分け，実測図と写真とに共通する一連番号を付す。

001-099 :土師器， 101-199:須恵器，陶器， 201-299:瓦， 301-399: 

鉄器， 401-499:その他。
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I 調査 の 経 過

1 .これまでの調査(第 1次ー第 3次調査)

肥前国府の所在は，古くから佐賀県佐賀郡大和町大字久池井一帯であるというのが研究者の

定説であった。

調査はまず1974年 6月に瓦と土器の分布調査を佐賀大学考古研究会の協力を得て実施し久池

井周辺の概要を把握した。 1975年11月第 1次の発掘調査に着手した。発掘調査はインターチェ

ンジが予定されている久池井の水田地帯を中心にして国道 263号線より東側から開始した。奈

良国立文化財研究所埋蔵文化財センターの指導を得て，全体を大地区割し，それをさらに小地

区割にわけた。幅 3mのトレンチを東西方向に全長 400mのものを 2本，南北方向Ir.200mの

ものを 1本設定した。その結果，奈良時代の小掘立柱穴を持つ住居跡群が発見されたが，国庁

に関係する遺構は検出されなかった。

1976年4月，第 2次調査を実施した。前年度に引きつづき国道 263号の西側水田と，嘉瀬川

の自然堤防上にトレンチを設定し調査を行った。嘉瀬川東岸の自然堤防上の蜜柑園の中から掘

立柱穴の建物跡が検出され，宮街跡の手がかりがつかめたと色めき立った。その後，果樹，稲

作の関係で-s.調査を中止し，翌年の 1月発掘調査を再開した。その結果，栗林中から南北へ

伸びる掘立柱建物跡の検出がなされた。乙れらは官街跡と関係があると推定されるが，瓦の出

土が少なく，柱穴の掘方も今一つ小さいと判断された。

1977年4月，第二次で検出された建物群が北側へど乙まで、広がっているかを調査する乙とを

目的として第三次発掘調査を開始した。その結果，嘉瀬JII自然堤防上で惣座部落の西側から 5

間x3聞の総柱の倉庫跡と思われる掘立柱建物跡を検出し，さらにその北側に東西l乙伸びる溝

を発掘した。その溝以北からは遺構は検出されず，国府域の北限かと推定されるが，惣座部落

内の発掘調査がされていない現時点では，まだ詳細は不明である。

次i乙，発掘区を南へ移し，瓦塚と呼称される布目瓦を集積した塚の東側の蜜柑園の発掘調査

を実施したが，乙乙からも東西へ伸びる掘立柱穴建物跡を検出した。乙の建物跡からは瓦の出

土も多く瓦葺きの建物と推定された。

第一次~第三次までで検出された掘立柱建物跡はいずれも国府と伺らかの関わりを持つと思

われたが，国庁の正殿や後殿と断定するには確証に欠けた。また，これらの建物跡がすべて国

庁内に存在するとするには一辺が二町を越える庁域になるため，同一域内の建物群とは推定し

難いものであった。しかし，従来の推定地とは異なり，嘉瀬川自然堤防上を申心として掘立柱

建物群が検出されていた乙とは，その後の調査への指針となる資料が次第に集まって来たことを

意味し，第4次以後の発掘調査に大いに期待することになった。
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2 .今回の調査 (第4次ー第6次調査)

第 1次~第 3次の発掘調査の結果を踏まえて第4次の発掘調査を1978年11月から開始した。

9ヶ所のトレンチを嘉瀬川自然堤防上の蜜柑園とそれに隣接する水田に設定した。

その結果，奈良時代から平安時代にかけての掘立住建物跡2棟，東西溝 1条，瓦溜め 2ヶ所

と，不明ピット 1個を検出した。これらの主なものはQF06発掘区と QA11発掘区から検出さ

れているが， QF06発掘区の SB 060の掘立柱建物跡は 2間x4間以上の東西棟で，桁行柱間

2.7m，梁行柱間 3mであり，柱穴掘形も方形で，一辺が l.4mを測る堂々としたものである。

柱の配列などから国庁内の後殿か正殿かの可能性を持つ建物跡と推定され，いよいよ核心に近

づいた!惑があり，その後の調査に期待が高まった。

QA11発掘区からも 2間以上x3間以上の掘立柱建物跡が検出8れたが， S B 060に比べる

と規模がやや小さ L、。

Q B12発掘区からは SD 073， S D 074の2条の溝を検出したが詳細は不明である。

遺物はQF06発掘区から老司式系の軒丸瓦や緑軸，灰融の陶器片，須恵器，土師器が出土し，

時代の推定の手掛かりを提供した。

1979年 2月，第 5次発掘調査である。第4次調査で手掛りを得たQF地区を中心に遺構の確

認調査を実施した。QF16-Q F24までトレンチを設定した。QF16は第4次のQF6の東側に

あたり， S B 060建物跡の東側のつづきと妻部分を検出した。その結果， S B 060は7間x2 

聞の建物跡と判明した。

次いで， Q F18-20， Q F23発掘l互において 7間x2聞のSB 093掘立柱建物跡が検出され，

この建物跡北側に並設された雨落溝の際組も確認された。しかし，南辺では雨落溝が検出され

ず，南面する廟の存在の可能性が残された。 SB 060とSB 093との建物跡は，正殿あるいは

後殿と推定されるが，桁行き 2聞というのは規模の面でも不満が残り， 二棟の建物の聞の距醗

は約32mで，他の例から見た場合，やや距離がありすぎるよ うに思われた。また，乙の二棟の

聞にQF17とQF18北端とで検出された掘立柱穴の存在が気になるところであり，その実態が

判明するのを待って各建物跡の性格が明らかになるものと期待された。

1980年4月，期待を荷った第 6次の調査を開始した。中心になったのは第4次，第 5次で検

出された SB 060とSB 093建物跡の聞の建物跡の検出であったが， Q F26発掘区から 9間×

4聞の廟を持つ堂々たる建物が検出された。乙れには SB 099の回廊が西側に取りついており，

大宰府の都府楼に似せた建物跡の形体を持つことも判明した。第 6次調査の結果，正殿を真中

にして，後殿，前殿を持つ国庁の中心的建物跡が検出されたのである。しかし，その北限を限

ると推定されていたQF24で検出された東西溝SD 097はQF25発掘区で検出されず， 国庁域

の四至の確定と脇殿等の検出は次回の発掘を待つ乙とになった。
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3.調査関係者

第四次発掘調査

肥前国府跡発掘調査委員会

0委員長古藤浩(県教育委員会教育長)

0委員 鏡山猛(九州歴史資料館館長) ・米倉二郎(修道大学教授) ・岡崎敬 (九州大学教授)

・田中琢 (奈良国立文化財研究所研究指導部長) ・沢村仁(九州芸術工科大学教授) ・七回

忠志(日本考古学協会員) ・小田富士雄(北九州歴史博物館主幹) ・木下之治 (県文化財保

議審議委員) ・木下良(富山大学教授) ・日野尚志 (佐賀大学助教授)

0事務局 田中寿義雄(県文化課長) ・jll久保松広(同課長補佐) ・片側正美(同庶務係長)

0調査指導 奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター

。調査員 高島忠平(調査主任，県文化課文化財調査係長) ・樋渡敏障(同指導主事) ・田平

徳栄(同文化財保護主事) ・岩永政博(同指導主事) ・立石泰久(同嘱託)

第五発掘発調査

肥前国府跡発掘調査委員会

0委員長古藤浩

0委員鏡山猛，米倉二郎，岡崎敬，横山浩一，田中琢，沢村 仁，七田忠志，小田富

士雄，木下之治，木下 良，日野尚志

0事務局 田中寿義雄，藤山厳(県文化課参事) ，川久保松広，片側正美

o調査指導 奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター

o調査員 高島忠平，樋渡敏障，田平徳栄，松尾吉高(県文化課文化財保護主事) ，立石泰久，

山田 正

o調査補助員深川英典，杉山 洋，高橋勝広

第六次発掘調査

肥前国府跡発掘調査委員会

0委員長古藤浩

0委員鏡山猛，米倉二郎，岡崎敬，横山浩一，田中琢，沢村仁，七回忠志，小田富

士雄，木下 良，日野尚志，高橋誠一(滋賀大学助教授)

0事務局 田中寿義雄，藤山厳(県文化課課長) ， 111久保松広， 高島忠平(同課長補佐) ，広

川昇(同専門員)

o調査指導 奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター

0調査員 高島忠平，樋渡敏障，田平徳栄，立石泰久，松尾吉高
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4 .調査日誌

11978年11月1日一11月30日
第四次発掘調査 l

11979年 1月8日-3月12日

1ト RG40. Q F06トレンチ設定，第4次発掘調査

を開始する。

11・2 R G40トレンチ表土排土。

1ト 6 黒色土層中より弥生土器，土師器，須恵器片が

出土。

11・7 弥生時代の住居跡と溝の一部が検出される。

11・8-10 湾中より弥生土器片が多量に出土。

11・13 Q F06トレンチ表土はぎ。

11・14 布目瓦片が多量に出土。

11・15 R G40トレンチの実測を開始する。QF6から

2条の溝検出。

11・16-20 Q F06トレンチを東側に拡大する。

11・22 掘立柱穴を5個検出，掘形が大 きいものは一辺

1.4mもあり，国庁内の建物ではないかと推定さ

れ活気ずく 。

11・24 Q F06トレンチを一部東へ 4m拡張。

11・25-お さらに一個の柱穴を検出する。桁行は伸び

るようである。

11・28-29 さらに東側に延長し，柱穴の一部を検出す

る。

11・30 Q F06トレンチの調査を一時中止する。

1 • 8 調査を再開する。緑罰金陶器片がはじめて出土。

1・9 南側1<:瓦溜をニ ヶ所発掘する。

1 • 10 Q F06トレンチの遺り方を組む。

1 .11 QC08トレ ンチを設定し，表土排土。

1・12 Q C08卜レンチを北側1<:拡大するが性格不明の

ピットを検出したのみ。

1・13 Q E07トレ ンチを表土はぎ。

1・16-19 実測と排土を並行して実施。

1・22-23 QC09. QA10とトレ ンチを設定し表土を

排土する。

1・24-31 Q F06トレ ンチの実演l終了。

2・1-5 各トレンチの写真撮影。

2・6-8 QA11トレ ンチ表土はぎ。

2・9 QA11トレ J チから柱穴を5個検出。

2・14 Q A11トレ ンチを西へ拡大する。

2 • 15 Q A10トレ /チ実演IJ開始。

2.16-20 QA11トレ ンチ内K土横基3基， 東西潟ー

条等を検出する。

2・26 Q B 12トレ/チを表土はま。

2・28 Q B12卜レ /チから溝 2条を確認する。
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3・2 QA11トレンチ実測を開始する。

3・3 発掘を終了する。

3・5-11 実測と埋戻しを平行して行う。

3・12 調査終了。

11979年 6月19日-8月10日
第五次発鋸調査 l

11980年 2月8日一 3月26日

6・19 第 5次調査のため機械運撤。

6.23 QA12トレ ンチを設定し表土排土開始。

6・26 柱穴らしきものが出ている。石葦土墳を検出。

6・27-7・2 雨で中止。

7・3 Q A13トレンチの表土はぎ。

7 • 5 Q A13トレ ンチから南北に並ぶ柱穴を検出する。

7・6 Q A13トレンチ北西部分を拡張する。

7・7 Q A12トレンチの南側を拡張する。

7・9 Q A13トレ ンチの拡張部分IL柱穴が認め られた

のでさらに北側に拡張する。

7・11 QA12. 13トレンチから 2間X4聞の掘立柱建

物跡を検出する。

Q A14トレンチの表土排土開始。

7・12 QA14トレ ンチから襲棺と石蓋土績を多数確認

する。

7・13 ~棺が 4 基，石列，石蓋土績 1 基と なる 。

7・16 Q B15トレ ンチ壱設定。

7・18 表土排土。柱穴の掘形を確認。

7・19 トラパースの杭打開始。

7・20 QBトレ /チからは遺構は確認されず。

7・23-25 実担IJ開始， 写真撮影。

7 .26 2号潜中より小ヨ、ーを 200個検出する。

7・27-30 実il¥IJ。

7・31 埋め戻しを開始する。

8・1-9 奇1i足調査，浬め戻し。

8・10 QA. QB地区についての調査を終了する。

2・8 QF地区の調査のため器材運搬。

2・12 国庁内の建物確認のためQF16.17.18の トレ

ンチ設定。発掘調査を再開する。

2・13 軒平瓦，平瓦の完形品が出土する。

2 • 14 第4次調査で検出された東西棟の桁行を 7閉ま

で確認する。

2・15 QF17卜レ ンチの表土除去。

2・16 Q F18卜レ ンチから石組潟，柱穴を検出する。

2・18 Q F16トレ ンチを一部拡張し，建物の萎柱を確

認する。

2・20 軒丸瓦を検出. 8世紀末頃と恩われる。



2・22 Q F16トレンチの柱穴で悠幣え確認。

2・23 Q F18トレ J チを拡張する。溝の南側IC3閥ま

で確認する。

2・25 拡張部分の遺稿検出，柱穴を10cm下げる。切り

合いがあることが判明する。

2 .28 QF18の西側l乙19，20， 21とトレンチを設定す

る。

2・29 新しいトレ J チの表土はぎ。

3・3 Q F19， 20卜レンチで石列の鴻の続きを確認す

る。

3・5 礁の抜跡と思われる痕跡が出るが詳細は不明で

ある。

3・6 Q F16トレンチ写真撮影。

3・8 Q F23トレンチで主Tン'(町民忍。

3・10 遺り方を組む。

3・11 Q F16， 17， 18， 24の写真撮影。

3・12 遺構実測，委員会準備。

3・13 国府跡委員会を開催。

3 . 14 柱は二度建替えられているととを確認する。

3・15 Q F24トレンチを桁足のため拡張，幅約 2mの

東西へ走る二条の溝を検出。

3 • 17-22 実測，J:!ll戻し。

3・23-25 埋戻し。

3・26 発掘調査終了。

11980年4月9日一 4月25日
第六次発掘調査l

I 1981年 1月14日-2月

55・4・9 Q F17トレンチの拡狼を中心lζ第6次発掘

調査を開始する。

4・10 QF17の西側， Q F18の南側U，Q F24の北側を

拡張する。

4・11-14 雨のため作業中止，遺物壱洗う。

4・16 各 卜レ ンチの排土，Q F17西側から柱穴掘形を

確認。

4・17 Q F16とQF18とほぼ同一方向に柱列が通る可

能判が出てくる。

4・18 さらに凶側lζ拡破した所にね:i¥を検出する。別

の建物跡か不明である。

4・19 Q F18トレンチの鐙物跡は南側には側溝は検出

できない。

4・21 QF17卜レンチのill物跡が国府の正殿である ζ

とがほぼ確認された。

4・22-25 各トレンチを思め戻し，-EI調査を中止す

る。

- 5 -

56・1・14 QF25-27のトレンチを設定し，調査を再

関する。

1・16 Q F25トレ/チを第 3層まで掘り下げる。

1・17 弥生時代の褒棺3基を検出。

1 • 19 Q F 26， 27の排土開始。

1・20 4月で検出されていた西端桁柱穴が検出される。

1 • 21 Q F26を拡張する。 QF27からは廟等検出され

ず。

1・22 Q F28を拡張して掘り下げる。

1・23 Q F28にも建物跡らしきものがあ りそうである

が，性格はまた'不明である。

1 .24 掘り下げ続行，午後から雨になり作業を中止す

る。

1 • 25 第3層まで終了するがQF28東半分がうすく砂

混褐色土がかふ匂っている。

1・27-28 Q F26， 28の遺憾面の桁査を行う。

1・30 おもな柱穴を10cm下げる。 QF25の南側を 3m

拡張する。

1・31 Q F25より 南北へ通る小潟を検出。

2・2 Q F26， 28の遺精検出。8間以上の回廊と恩わ

れる長い棟の建物と 7閥x2聞の 4面廟の建物

との関係が問題となる。

2 • 3 遺物を取り上げる。 QF29トレンチを設定する。

2・4 写真撮影のため清掃。

2 • 5 Q F24-28写真撮影， Q F29からは溝は検出さ

れなかった。

2・6 実測のため遺り方の杭を打つ。

2・7 実測開始。

2・9-10 実視IJ。

2・25 摘充調査。

2 .27 肥前国府跡発掘調査委員会を開く。

正殿，前殿，後殿，回廊を確認する。

2・28 甥め戻し，一部楠充調査。

3・11 調査終了。



E 遺跡の概要

1 .遺跡の環境

肥前国府跡の所在地が佐賀郡大和町久池

井付近にあたる乙とは，早くから推定され

ていた。乙の地域には「惣座J r佐熊J r 

納所J r国尺J r下印鏑J r井釜J rじよ

うの内J r丁の坪J r宝満J r尼寺」など

国府に関りの深い古地名が多く残っており，

また現存する印鋪社，甘南比神社や，一般

的I乙国府に近接する肥前国分寺町、の遺構が

所在しているからである。また，多くの国府跡所在地にみられる布目瓦等，奈良・平安時代の

遺物も，乙の付近では豊富に採集される。

乙の地域はちょうど佐賀平野西部の北辺にあたる脊振山塊の山麓裾に位置し，嘉瀬111の形成

した扇状地上にある。特に古代以来， 急速に開発が進められたとみられ，弥生，古墳時代を通

じて多くの重要な遺跡がある。大化以前における文化・政治のー中心地で、あったと考えられる

が，乙の乙とは，乙の地域の開発に適した生産性の高さ，嘉瀬川を利した水路あるいは陸路に

おける交通の要所としての地理的条件と無関係ではないであろう。

弥生時代でみると，乙の一帯は大規模集落や聾棺の密集など広大な遺跡が分布することが注

目され，佐賀平野のー中心地としての様相を早くから示し始めていることが窺われる。特に尼

寺の中広形銅文や高木瀬町の広形銅鉾，鏡などの青銅器類の出土は，佐賀市周辺ではこの嘉瀬

川上流域に限られることは注意してよい。

古墳時代に入って，佐賀平野でもいち早く優勢な古墳文化を形成するのが，乙の地域を中心

とする脊振山麓一帯である。

四世紀代では金立銚子塚古墳が大型前方後円墳として登場，五世紀以降l乙船塚古墳，築山古

墳，小隈山古墳などの前方後円墳のほか，琴柱形石製品を出土した森の上古墳，丸山 2号墳，

装色のある石棺をもっ西隈古墳，西原古墳，また舟形石棺の丸隈山古墳や丸山 3号墳など，特

色ある古墳が多く造られている。これらのうち，金立銚子塚古墳は県下第 2位の規模をもち，

また県下最大の規模をもっ船塚古墳は有明海沿岸では福岡県岩戸山古墳に次ぎ，しかも整然と

並んだ7基の陪塚を配する点，九州では特異な存在である。

乙の地域は佐賀君の勢力地であったとみられ，これらの古墳はその力量を示すものであろう t

ただ，佐賀平野全体の古墳文化を通じて注意されるのは 6世紀以降になるとその中心が，

6 



むしろ佐賀平野東部に移ってゆく乙とである。 鳥栖市柚枇古墳群や三田川町田達原古墳群に見

るべきものがあり，この地域の古墳文化はやや縮少した観がある。乙れは 527年に北部九州全

土を捲き込んだ磐井の乱を契機とする地方豪族の消長の結果とも考えられている。

そうしてみると， 8世紀代に入ってこの地に国府が出現したのは，地理的な理由に加え，伝

統的な権門である佐賀君との政治的な結びつきがはかられたことによるものであろう。あるい

は，乙のことは未だ盛威を誇っていた東部の諸豪族に対抗し，牽制する乙とをねらったもので

あったかもしれない。

7
x-/
片
4
々

A 米倉説国府 B 品橋説国府

C 米倉説国庁 D 木下良説国庁

1 大願寺廃寺跡 2 小限山古漬

3 河上神社 4 品畠古墳

5 甘南備神社 6 肥前国庁跡

7 印鋪神社 8 !E前国分尼寺跡

9 築山古墳 10 肥前国分寺跡

11 尼寺南小路支石墓 12 前隈山古墳

13 ~軽石遺石 14 商隈古墳

15 銚子塚 16 大門遺跡

17 金立開拓遺跡、 18 丸山遺跡

19 西原遺跡 20 品木城跡

M
LF
I

X
L同声

-~-

Fig. 1 国府跡周辺地形図
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2 .肥前国府について

肥前国の成立について，肥前風土記は「肥前国者，本興肥後国合為一国」と肥後国と一国で

あったと述べ r後分両国而為前後」と後になって二固に分かれたことを示しているが，その時

期については触れていない。

肥前国は西海道に属し，大宰府の統轄下にあった。現在は，佐賀県と長崎県の行政区l乙分か

れているが，肥前国府跡は佐賀県佐賀郡大和町大字久池井にあったと推定される。乙の地は，

肥前国全体からいえば東側l乙寄っており，大宰府までは至近距離に位置していた。

国府が成立する頃の肥前固については文献的な資料に乏しく詳しくは明らかではないが，大

化改新の詔による各郷毎の条理制の跡が，東は鳥栖市から西は杵島郡まで復原が可能である。

米倉二郎は 8世紀頃の肥前国の人口を約 9万人，耕地面積を約 1万町歩前後であったろうと

推定している。

肥前国府跡が所在する佐賀北部の条理の遺構は「佐賀市中心部と東の蓮池町を結ぶ東西線を

大体境として，それから北部は三根，神埼の主要部と同様に南北線が北13度西の方向を持って

いる。それから南部では約 2ないし 3度西となり，ほとんど真北の方向を持っている。乙れは

神埼郡南部地域l乙連続している。ところで，北部と南部の傾斜変換は以東の諸郡では連続的に

なされていたが，本郡では北部条理はその末端で西傾の度を漸次強め，佐賀市東西線では北約

23度西という方向をとって南部条理と不連続に接合されている。」という形で復原される。

今固までの発掘調査で判明した国庁の建物跡は座標北に対して北 6度54分西傾している。こ

のことを府域の区割の方位に当てはめることは危険であるが，少なくとも主要な建物は条理の

方位とは明らかに異っている。ちなみに国府に隣接すると思われる肥前国分寺の寺域は座標北

に対して北 度 分西傾している。しかし，国府域の南側を東西に走る延裏道・西海道は，木

下良の復原によれば，ほぽ条理の方位と一致している。乙れらは肥前国府の成立を考える上で

伺らかの指針を与えるものとであろう。

肥前固における国司の初見は，続日本紀の天平勝宝 2年(750年)の吉備真備である。その

後の六国史l乙見える国司をあげると次表のようになる。国司の在位期間は三人の例外を除けば

O年一 6年の間である。

また，続日本紀の天平宝字元年(757年)の条によれば「但馬肥前・加介一人」と介一人が

加えられている。令制では介は大国と上固に配置されるものであり，この時，肥前国は中国か

ら上国l乙昇格したと考えられる。

なぜ乙の時期l乙昇格したのかは詳かではないが、上国としての体制が整っていたということ

は，政庁などの建物の整備も 8世紀半ばには整っていたと判断される。
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肥前国司名一覧表 (750--887)

任命年時
人 名 職名 出典

任命年時
人 名 職 名 出典

(辞任を含む) (辞任を含む)

天平勝宝 2
吉備真備 守 続日本紀

承和 7 従五位下
守 続日本後紀

(7 5 0) (84 0) 藤原朝臣板野麻呂

天平勝宝6 外従五位下 承和8 従五位下
守 。 守 。

(7 5 4) 賞文連水分 (84 1) 藤原朝臣正雄

天平宝字 3 従五位下
守 。 承和 9 正六位上

権少目 。
(7 5 9) 豚犬養宿禰吉男 (84 2) 滋原宿禰道成

天平宝字 6 従五位下
守 。 承和12 従五位下

守 11 

(7 6 2) 大野朝臣廃立 (84 5) 豊井王

天平宝字 7 従五位下
守 11 

嘉祥 3 従五位下
守 。

(7 6 3) 中臣朝臣1.1主 (8 5 0) 南洲朝臣禰組

天平宝字 8 営城監従四位下
守(兼) 11 

斉衡 2 従五位下
守 文徳実録

(7 6 4) 佐伯宿禰今毛人 (8 5 5) f中 嗣 王

神護景雲 3 従五位下
守

斉衡 3 従五位下
守

津連真麻呂
。

滋野朝臣善根
。

(7 6 9) (8 5 6) 

宝亀2 外従五位下
守

天安元 内薬正f寺医従五位上
介

土師宿禰位
。

物部朝臣f1l泉
。

(7 7 1) (8 5 7) 

宝亀5 従五位下
守 。 天安元 外従五位下

権介
(7 7 4) 多治比真人公子 (8 5 7) 嘗野伊美吉平麻呂

。

宝亀 9 従五位下
守

天安 2 従五位下
守

三嶋真人安曇
。 。

(7 7 8) (8 5 8) 藤原朝臣有蔭

宝亀11 従五位下
守

貞観2 従五位下
介 三 代 実録

(7 8 0) 紀朝臣真木
。

永原朝臣永苓(8 6 0) 

延暦元 従五位下
守 。 貞観4 従五位下

守 。
(7 8 2) 紀朝臣真木 (8 6 2) 橋朝臣忠宗

延暦元 従五位下
守

貞観4 従五位下
守

甘南備真人浄野
11 

伴宿禰益友
。

(7 8 2) (8 6 2) 

延暦 7 従五位下
守

貞観8 第五位下
守

石川朝臣多禰
イシ

上毛野朝臣津田
イア

(7 8 8) (8 6 6) 

延暦10 第五位下
守

貞観8 正六位上
介 (辞)

(7 9 1) 巨勢朝巨人公
。

(8 6 6) 紀朝臣繕雄
。

大岡元 従五位下
守 日本後紀

貞観12 封馬守従五位下
権介僚) 。

(8 0 6) 大野朝臣犬養 (8 7 0) 小野朝臣春風

大同元 従五位下
介 。 元慶 5 外従五位下

介 。
(8 0 6) 多治比真人氏守 (8 8 1) 笠朝臣宗雄

大同4 正六位上
介 類衆国史

仁和 2 外従五位下
介(辞)

(8 0 9) 紀朝原三中 (8 8 6) 大神朝臣良臣
。

弘仁元 従五位下
権介 日本後紀

仁和 3 従五位下
守

(8 1 0) 紀朝臣良門 橘朝臣輿門
。

(8 8 7) 

弘仁 2 後五位下
守 。 仁和 3 従五位下

介
(8 1 1) 柿本朝臣弟兄 (8 8 7) 藤原朝陸時佐

11 

弘仁 2 従五位下
守 。 仁和 3 従五位下

守
(8 1 1) 重量野真人仲成 (887) 藤原朝臣藤宗

。

承和 6 従五位下
介 続日本後紀

仁和 3 従五位下
介 (辞)

(8 3 9) 藤原朝臣正雄 藤原朝臣時佐
。

(8 8 7) 

( r佐賀県史』上より)
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構遺E 

1 .遺構概要

RGの5QC， QE， QB， QF， QA， 今回報告する第四次から第六次までの調査では，

(PLA あわせて24か所の発掘区を設定した。地区割りは従来と同じである。地区にわたり，

それぞれの発掘区は 3m幅のトレンチを基本とした。密柑樹が密l乙植った地区が多
。

)
 

'
E
A
 

N. 

そのうち 8か所では遺構の検出状況に応いため，十分な範囲を掘れなかった発掘区も多いが，

じ，面的に拡大して調査を進めた。

E地区から C調査地区一稽の地形をみると，嘉瀬川が山間部をぬけて平野部に下るあたり，

.Q地区にかけて，嘉瀬川がつくった自然堤防の微高地が南北l乙続き，東側の水田部とほぼ 1

m程度のわずかな比高差をもっている。乙れまで検出された建物遺構のほとんどは乙の微高地

今回の調査地区も同じ条件下にある。過去に行った瓦の表面採集でも，比較的豊上にあたり，

富な瓦片量を採集している地区である。

奈良，平安時代の建物跡，溝，土績が主体を占める。今回検出された遺構は，種類別にみて，

そのほかには弥生時代の住居跡，溝，饗棺墓，土墳墓などが多いが，縄文，古墳及び中世以降

については遺構がはっきりせず，遺物も稀である。

乙れまでとりわけ所在が問題であった国庁のうち，中心的な建物にあたまずQF地区では，

る正殿，前殿，後殿と推定される 3棟を中心に，脇殿及び門の一部の可能性ある柱穴，その他

13∞m 

E【【ーーーーーー-

一
一一
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が検出されている。過去の調査地区全体の中でも，最も大規模なまとまった遺構群であり，規

模，構造，配置等の全体を完全に把握したわけではないが，国庁の中心的遺構にあたった可能

性は極めて高いものと考える。調査開始 6年目の一つの到達点ともなるべき成果といえる。同

地区では他に弥生時代から平安時代にかけての溝も10条以上検出されている。しかし，国庁を

画する溝については，今のところ明確でない。その他の遺構では平安時代の土壌，弥生時代の

聾棺墓などがある。

QA地区では 2つの発掘区で奈良，平安時代の掘立柱建物跡2棟，溝，弥生時代の聾棺墓，

土壌墓，住居跡，溝などが検出されている。奈良，平安時代の建物跡は，乙れまでも南北はD

D地区から QC地区にかけ，また東西はDD地区から RB地区まで，ほぽ 280mx 260mの広

い範囲にわたって検出されており， 国庁周辺に多くの建物群がつくられたことが知られている。

QA地区の 2棟の建物跡が検出されたととにより，乙れまでの範囲はさらに南へ約 100m，東

へ約80m拡がった乙とになる。

その他， RG地区では平安時代の溝と弥生時代の住居跡が， QB地区では平安時代の溝が検

出されている。

以下，各地区の遺構を述べるにあたっては， 国府跡と時期的l乙重なる奈良，平安時代の遺構

を中心とし，その他の時代の遺構については，必要な限りにおいて概要を触れるにとどめる。

なお，乙れらの地区の層位は基本的l乙，表土，耕作床土，その下に黒色土，茶褐色土(地山)

のI1買で，地点によっては黒色土上に褐色土あるいは砂質褐色土が薄く堆積する。弥生時代から

平安時代までの遺構の切り込みはし、ずれも黒色土上面からあるが，ただし，乙れは本来の黒色

土層上面が深い耕作で多少削られたものであるので，本来の遺構面及び遺構検出は基本的l乙乙

の黒色土上面で行い，はっきりしない場合は，さらに地山まで掘り下げた。遺物は黒色土上面

と耕作床土から多量に出土した。

また，各遺構の調査は，原則として黒色土上面での検出にとどめ，建替えや遺構の切り合い

確認等特別な場合以外は埋土除去は行わなかった。

2.遺構各説

QF地区の遺構

06発掘区及び16-29発掘区の計15か所を調査し，掘立柱建物跡6棟，溝 7条，土墳13基，そ

の他の遺構を検出した。

建物跡のうちでは SB060， S B090， S B093， S B099は同一万{立をもち，共通する中軸線

に沿って南北に並ぶ相互の位置関係から，同一時期の規格性をもった縄張りによる建物群とし

て捉えられる。また，規模及ぴ構造の点なども合わせてみて，ある時期の国庁の中で正殿，前

殿，後殿l乙相当する最も主要な建物群であったと推定される。乙れまでの調査全体の中でも際



立った遺構であり，今後，国庁の規模，構成等，ひいては国府域全体の調査を進めるうえで，

一つの重要な手掛かりになるものと思われる。瓦は乙れら建物群付近で特に多量に出土した。

また，ほかに関連する国庁建物群の一部かと思われる柱穴も一部でみつかっている。

なお， QF24のSD097， S D098は国庁北側の区画溝となることを期待したが，その西側に

は続かず区画溝は今回も十分確認できなかった。

(Q F06・16発揖区〉

S B 060掘立柱建物跡 (Fig.3，P L2，3) 

53年度調査で， QF06の本建物跡柱穴の掘形がそれまでの他地区ではみられない大きさであ

る乙とが注意をひき，次年度さらに水田部の QF16~発掘した。 2 間 x 7間(5 . 4m X 20 . 86m ) 

の東西棟で，方位は，南北軸が座標北l乙対して 6度54分西に傾く。柱聞は，梁行 2.7m，桁行

2.98mである。柱掘形は 1辺約 1.3mの方形である。深さはQFOt;で黒色土上面から約 1m，

QF16では水田耕作により，上部がそれより約 0.5m削られている。柱根の径は約 0.3mであ

る。

また，乙の建物跡では同規模で建替えが行われており，前後 2時期に分けられる。 QF16で

北側柱列のうち土壌に切られた 2つの掘形の埋め土を掘り下げたところ，墳底で当初の第 1期

の柱痕跡が観察された。図示した建物推定線は第 2期のもので，第 1期の建物は北側柱列で見

る限り，乙れより 0.3m南l乙寄っていたと考えられる。ただし，いずれの掘形にも建替えによ

る新旧の切り合いは見られなし、。したがって建替えの際には第 1期建物の掘形は第 l期建物の

それを拡張するようにして殆ど同じ位置で掘り込まれたものと考えられる。柱根のレベルもほ

とんどかわらない。掘形埋め土は黒色土と黄色粘質土を交互に入れて，っき固めている。

他遺構との切り合い関係は， Q F06でSD067， S D068を切る。SK 069との関係はちょう

ど発掘区の壁際にあたったため明確でない。 QF16では， S K 080のほか集中的にたびたび掘

り込まれた不整形土績によって切られ，柱穴が相当荒らされていた。

S B 079柱列 (Fig.3，PL2) 

両端は不明であるが，東西l乙並んだ柱列が4間分まで確認できる。柱聞は 2.1mである。方

位がSB 060と同じで，乙れに並行するところから，乙れと関連する同一時期の遺構の可能性

がつよしあるいは SB 060の目隠し的な遺構かと推定される。SB060の南側柱列からは4.0

m離れている。柱掘方は径約 0.6mの円形，または l辺約 0.7mの方形の 2様がある。柱根は

径約 0.3mである。

S D 068東西溝 (Fig.3，P L 2) 

S B 060に北側一部を切られている。東に向かつて約 8度北へ傾いてのぴ， QF06発掘区内

で途中から南へ折れる。幅は1.7mから 2.6mと一定せず，深さ約0.3mの断面U字形を呈する。

時期は平安時代と推定される。

- 12 -
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S D 067東西溝 (Fig.3，P L 2) 

弥生時代の溝と推定される。幅約 3m，深さ約0.5mのU字溝である。ただし QF16発掘区で

は，その続きは検出されていない。

S K 069土壌 (Fig.3，PL2) 

不整随円形の土墳である。最大径約 5.7m，深さ約 0.3m 0 S B 060との切り合い関係は明

確でないが，灰軸問器 1点，瓦等を含む出土遺物からみて，平安時代に属すと推定される。

S K 080土壌ほか (Fig.3，P L 3) 

S B 060の東側で， S K 080ほか7基の土壌が集中的に掘り込まれている。いずれも不整円

形であるが， S K 080では径約 8m，深さ約 0.9mと極めて大規模であり，埋土中より瓦，土

師器，須恵器，楳，炭化物等が多量に出土した。 SB 060の下限を押えるため掘り下げたが，

遺物は 8世紀前半の瓦，須恵器から新しい時期では 9世紀代の瓦，土師器等まで幅がある。い

ずれも建物廃絶後の廃棄墳と思われる。

(Q F17・26・28発掘区〉

S B 090掘立柱建物跡 (Fig.4，P L4，5) 

S B 060とSB 093との中聞に位置する。建物東側の妻部及ぴ庸部は未調査であるが， SB 

060及びSB093との位置関係及び方位にみられる規格性から，四面廟をもっ4間x9間 (10.8

m X25.06m) の東西棟と推定される。そのうち身舎は 2間X7間 (6.6X20.86m)，廟の出は

各 1間である。方位は SB 060と同じく，南北軸が座標北に対して， 6度54分西に傾いている。

これまで調査された建物跡では唯一の四面廟建物であり，最も規模が大きい。柱聞は身舎部分

で梁行 3.3m，桁行2.98m，廟の出は 2.1mである。

柱掘形は 1辺約 1.lmの方形で， S B 060に比べると一回り小さい。深さは西側妻柱の場合，

身舎で黒土層上面から約 1m，廟で約 0.8mである。柱根は共lζ径約 0.3mである。掘形埋め

土は褐色土を主とし，黄色粘質土を混えてはいるが，交Eにつき固めたような形跡に乏しい。

検出した柱穴のうち 4個は柱抜き跡があり，瓦，離がつまっていた。身舎及び廟の西側妻柱 2

個について埋め土を半分切って掘り下げた限りでは，建替えは認められなかった。

乙の SB 090には次に述べる SB 099回廊が取り付く 。

S B 099回廊跡 (Fig.4， PL4) 

S B 0901L取り付く回廊の西側一部と考えられる。西へ 8間 (2l.6m )までは確認できたが，

全体の長さ，折れ方等西隅の状況については不明である。方位は SB 090と同じ。単廊形式で，

柱聞は南北 2.7m，東西 2.7mである。 SB 090への取り付け位置は， S B 090の東西中軸線

から全体l乙0.3m北l乙仁がっており，また， 0.6m帽の内に入り込んでいる。

柱掘形は北側柱列東第 5柱穴が径 0，6mの円形である以外 1辺約 0.9mの方形で， S B 090 

よりさらに一回り小さ L、。深さは東南隅柱穴で黒土層上面から約 0.5m，したがって先の身舎

- 14 -
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部妻柱と比べると約 0.5m，廟の妻柱よりは約 0.3m浅く なる。柱根は径約 0.3mである。ま

た，掘形埋め土は SB 090同様，褐色土を主とし， 若干黄色粘質土を混じえていた。

S B 091掘立柱建物跡 (Fig.4，PL4) 

2つの発掘区にまたがり ，全体は明らかでないが，東西棟とすれば 1間x2間 (3.0mX5.5 

m) と推定される。方位は南北軸が座標北に対し 2度15分わずかに西に傾いている。柱聞は抜

き跡から推して，南北の場合 3mである。柱掘形は 1辺約 0.8mの方形である。

S B 106掘立柱建物跡 (Fig.4，P L 4) 

東西 3聞のみ確認できるが，構造は不明である。方位は座標北にほぼ正しく並んでいる。柱

聞は 2.5m及び 3.1m，掘形は 1辺約 0.8mで，柱根径約 0.3mである。

S K 092土壌 (Fig.4，P L 5) 

S B 090柱穴に切られている。円形の土壌で， 詳細は不明であるが，埋土上層の遺物からみ

て，時期は奈良時代と推定される。

S K 101土墳 (Fig.4)

不整円形の土壊である。瓦，土師器等が多量につまっており，平安時代以降の掘り込みと推

定される。

S K 102土壌 (Fig.4)

径約 2.5mの不整円形土壊であり，井戸跡の可能性を考えて掘り下げたが，深さ 102mで丸

底状に終っていた。瓦，土師器，離等が褐色土埋土l乙比較的多量に含まれていた。平安時代と

推定される。

< Q F18......23発揖区〉

S B 093掘立柱建物跡 (Fig.5，PL6・7)

密柑樹をきけながら 4つの発掘区にまたがって遺構を検出した。SB 060とほとんど同じ

構造，規模と考えられる建物跡である。方位も南北軸が座標北に対し西に 6度54分傾いており，

2間X7間 (5.4mX20.86m)の東西棟で，先の SB 060及びSB 090と規格性のある位置関

係を示す。柱聞は梁行 2.7m，桁行2.98mである。

乙の建物跡も SB 060同様 1回建替えが行われており， 前後 2時期に分けられる。ただし

S B 060と異なり， 一部を除いては掘形そのものに建替えの際の新旧の切り 合いが認められた。

図示された建物推定線は第 2期のものについてであり， 第 1期の建物跡に比べると，全体l乙約

0.5m北に上がっている。

柱掘形は第 1期，第 2期とも 1辺約 1.3mと大型で，深さは QF18内の柱抜き跡の埋土を掘

り下げてみた限りでは， 第 1期，第 2期とも黒土層上面から約 1mでほぼ変らなL、。柱根径は

抜き跡墳底に残った痕跡からみて，約 0.3mである。掘形埋め土は，第 1期は黄色粘質土を混

じえながら褐色土を主とし，第 2期では北側柱列のみ黄色粘質土を主としていたが， 南側柱列
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口 Fig. 6 QF地区18-S B093側溝実測図 」

の2個の場合は褐色土を主としていた。

また，乙の建物跡は喋組みの側溝をもっ乙とを大きな特徴としている。乙の側溝は建物の北

側のみ遺存しているが， Q F21でみる限りでは，西側にも折れて回るようである。ただし，東

側では削平によるものか残存せず，南側の QF27発掘区では，土層が荒らされていないにもか

かわらず，その形跡は全く認められなかった。 SB 093との位置関係は，第 l期北側柱列掘形

端から，溝の南側立ち上がりで測って約 0.4m離れているが，第 2期になると新たな掘形が機

組み南側と重なってしまう。北側柱列東から第 3・第4掘形がそうであり，第 5・第 6の重な

りも，第 2期の掘形が北に上った結果であろう。したがって，乙の溝は第 1期にはつくられて

いたが，第 2期には掘形を埋めたあと修復した形跡もなく，既に機能しなくなっていた可能性

がつよい。溝の方位は東l乙向って北l乙7度46分傾いており，少くとも第 2期の建物万位と若干

のズレが認められる。

離は付近に多く産する花両岩玉石で，墳底l乙1列，北側壁l乙2列，南側壁l乙1列並べ，間隙

を小磯でふさいでいる。溝幅は 0.3m，高さ約12cmである。墳底レベルは 5cm以内の上下はあ

るが，ほぼ水平といえる。

S B 095掘立柱建物跡 (Fig.4，P L 7 

Q F23発掘区で 1個のみ 1辺約 1.4mの方形柱穴が検出されている。脇殿の位置にあたる

可能性も考えられ，今後注意を要する。

S D 096南北溝 (Fig.4，P L 7) 

- 18ー



幅 0.5mから1.1mと一定せず，断面U字形ながら浅い。埋土中より瓦及び土師器片が若干

出土しているが，時期は明確でない。

以上のように， QF地区において，S B 060， S B 090， S B 093といった相互の位置関係

に規格性のある大規模な建物群を検出したことにより，国庁の規模，構造に一つの重要な手掛

かりが得られたことになる。

乙れらの位置関係をもう一度整理すると， S B 090とSB 060及V'S B 093は互いに間隔をお

いて南北に配置され，座標北から 6度54分西に傾いて，共通の南北中軸線上にある。また， S 

B 090は身舎の東西両柱列が， S B 060及びSB 093のそれぞれ両妻部柱列と共通の線上にの

る。相互間隔は，建物東西中軸線で測って， S B 060とSB 090とが 21.28m ， S B 090とS

B 093とが 16.58mである。また， S B 090の南北の廟端から前後の建物までの距離は， SB 

060までが13.2m，S B093までが8.5mと，前者の間隔がかなり広いが，前者の途中IL.S B079 

柱列を入れて考えた場合は，その間隔は 9.2mとなって，比較的近似した数値がとれる。しか

し，乙れら 3棟の縄張りがし、かなる規準によったかは明確でない。

規模，方位及び配置の点からみて，これらの建物群は，同一時期に存在した国庁の主要な遺

構と考えてよいであろう。それぞれの性格については， S B 090が回廊を取り付け，四面廟で

最大規模をもって中央に位置する乙とから正殿P:，SB 093及びSB 060をそれぞれ前殿，後

殿に相当すると考える。 SB 090正殿のみ，今のところ建替えの形跡は認められていないが，

S B 093前殿と SB 060後殿との間隔があまりに広い乙とからすれば，第 1期，第 2期を通じ

てSB 090正殿を含めた 3棟が並存し，基本的な位置関係は変らなかっ たものと思われる。

なお，ここに使用した基準尺については 1尺=29.8cmを想定している。乙れは 3棟とも桁

行が 20.86mで共通の南北軸にのると乙ろから蓋然性が高いと考え，桁行柱聞を10尺とみて割

り出した数値である。

国庁のその他の遺構の存在については， Q F23発掘区で検出された SB 095が脇殿柱穴の可

能性をもつものとして， 今後特に注意する必要がある。

年代については，乙れら3棟が同一時期に並存したとみて，他遺構との切り合い及び出土遺

物が問題になる。 QF06発掘区のSK 069はSB 060との切り合いの先後は不明であるが，平

安時代 9世紀後半で，おそらく SB 060より下るであろう。 SB 060を切る QF16発掘区のS

K 080ほかの土墳は，遡っても平安時代 9世紀末頃と推定される。 一方，これら 3棟を検出し

た発掘区からの出土遺物では，瓦は 8世紀前半から 9世紀にかけてのものが，須恵器及び土師

器は 8世紀代から 9世紀代を主体としながら 7世紀末から10世紀代にかけてのものがみられ

る。したがって， 今の段階で第 l期の開始期，第 2期の終止期を確定することはできないが，

8世紀代から 9世紀代を中心とする存続期聞を推定しておきたし、。
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(Q F24発掘区〉

S K 104掘立柱建物跡 (Fig.9)

l辺約 1.lmの方形柱穴が l個のみ検出されている。住根

S B 060ほカ>3 径は約 0.3mである。拡張はしなかったが，

棟の南北中軸線から西に約 6mしか離れておらず，北側lζ位

A 
「置する門跡遺構の一部にあたる可能性も考えられるので，

後注意する必要がある。

P L.9) S D 097東西溝 (Fig.9，

幅約 2.6m，深さ約 0.6mの切り込みのゆるやかな U字溝

である。方位は東l乙向かい約 2度北l乙傾いている。サブトレ

ンチ内の埋土中から瓦，土師器が若干出土した。平安時代の

Fig. 8 

QF地区24発掘区平面図

溝と推定される。乙の溝の検出を契機fLQF25・26発掘区を

設定し，国庁北辺溝の存在を追求したが，西側の乙れら両地

点までは続いていなかった。
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P L 9) S D 098東西溝 (Fig.9，

この溝も幅 0.5m程度の浅いU字溝である。時期は不明。

Q F25発掘区までは続いていなかった。

P L 9) S D 103東西溝 (Fig.9，

弥生時代後期の溝底平坦な溝である。幅約1.5m ，深さ約

l.lm。

(Q F25発掘区〉

PL 9) S D 105東西溝 (Fig.9，

弥生時代後期の溝底平坦な溝である。幅約 3m，深さ約l.2

S D 103とつながるmで，いくぶん南に向かう傾向を示す。

可能性もある。

(Q F29発掘区〉

聾棺 1基のほか，北端で瓦等を出土する不整形土績が掘り

込まれていた。 QF24から続く溝等の遺構は検出されなかっ

fこ。

5m 

Fig. 9 

QF地区25発掘区平面図
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QA地区の遺構

Q A10-15の5か所の発掘区を設定し，掘立柱建物跡 2棟，溝 4条，土墳4基のほか，弥生

時代の住居跡，聾棺墓，土墳墓多数を検出した。このうち奈良， 平安時代の遺構で特に関係す

るのは QA11・13である。 QA14では聾棺墓，土壌墓が合わせて 基以上検出されたが，弥生

時代に限られるので乙こでは述べない。その他QA12・15では明確な遺構は検出されなかった。

S B 075掘立柱建物跡 (Fig.10， P L 8 ) 

2間X4間以上 (4m X10.8m以上)の南北棟と思われるが，北側妻部について不明である。

方位は建物南北軸が座標北に対し東へ 1度7分傾く。柱聞は梁行 3.6m，桁行 2.0m，柱根径

約0.25mである。東側l乙は弥生の石棺，土壌が集中する。

S B 076掘立住建物跡 (Fig.11， PL. 8) 

発掘区の中央で検出した 3間X5間 (5.95mX10.5m) の南北棟で，南，北，西それぞれに

廟をもっ。身舎 2間X3間 (4.5mX6.3m)，廟の出は 3面とも各 1聞である。建物方位は南北

軸が座標北l乙対し東へ4度 5分8秒傾いている。柱聞は身舎で梁行 2.7mと1.8m，桁行 2.1

mである。廟は南側と北側で 2.1m，西側では1.45m出ている。ただし，西側の廟柱列は北第

l及ぴ第 3しか検出されなかった。柱掘形は l辺 0.6m- 0.8mの方形で深さ約0.25m，柱根

径は約0.15mである。
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Fig. 10 QA地区11発掘区平面図
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5m 

Fig. 11 QA地区13発掘区平面図

S D 071東西溝 (Fig.10， P L 8 ) 

幅約 0.6m，深さ約 0.2mの浅い溝で，ほぼ東西lζ走 りSD 072を切っている。時期は平安

時代である。

S D 072東西溝 (Fig.10，PL8) 

幅約 0.4m，深さ約 0.2mの浅い溝で， 若干東l乙向かつて南l乙傾く 。時期は平安時代である 。

S K 077土壌 (Fig.ll，PL8) 

S B 076掘立柱建物跡を切っている。径 2.3mX1.55mの楕円形で，深さ 0.2mを測る。埋

土中l乙多量の土師器片を包含していた。時期は平安時代前期と推定される。

S D 078東西溝 (Fig.ll，PL8) 

幅約 1m，深さ約0.15mの浅い溝である。弥生時代中期に属す。

- 23 



QB地区の遺構

QB12・15の2つの発掘区を設定した。 QB12発掘区で溝 2条を検出したが， Q B15発掘区

では遺構は検出されなかった。

S D 073東西溝 (Fig.12)

幅約 1.7m ，深さ約 0.8mで， 東I乙向かい北l乙約12度傾いてのびる。断面U字形の溝である。

時期は平安時代と推定される。 SD 074を切っている。

S D 074東西溝 (Fig.12) 

幅約 0.9m，深さ約 0.2mと浅い。 SD 073と並行するように走る。時期は平安時代と推定

される。

Y -67.250 

一一一一-X 35，035 

5m 

Fig. 12 Q B地区12発掘区平面図

QE地区の遺構

性格不明の小ピットが若干検出されただけで明確な遺構は認められなかった O

RG地区の遺構

弥生時代後期の住居跡 1基と東西溝 SD 059が検出されただけで，国府関係の遺構はみられ

なかった。 SD 059は幅約 2.4m，深さ約 0.8mのV字溝である (Fig.13， P L 9 )。
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Fig.13 RG地区40発掘区平面図

Tab.l 検出建物跡一覧表

遺 構 柱 間数
柱間寸法(m)

発 掘 区
梁×桁

S B 0 6 0 東 西A 棟 2 x 7 5.4 x 20.86 Q F06・16

S B 0 7 5 南 北 棟 2 x 4以上 4 X10.8以上 QAll 

S B 0 7 6 三面廟南北棟
3 x 5 

5.95X10.5 Q A13 
府出 1

SB090 四面廟東西棟
4 x 9 10.8X20.86 

Q F17・26
開出 1 2.1 

S B 0 9 1 東 西 棟 推定 1x 2 3.0X5.5 Q F17・18・26

S B 0 9 3 東 西 棟 2 x 7 5.4 x 20.86 Q F18-21 

S B 0 9 9 回 廊 1 x 8以上 2.7X21.6以上 Q F28 

S B 0 9 5 不 明 Q F23 

S B 1 04 不 明 Q F24 

S B 1 0 6 不 明 Q F28 

「
「
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U 遺 物

遺物の概要

奈良・平安時代を中心に土師器，須恵器，瓦が大量に出土した。この時期の遺物では 7世紀

末から10世紀にかけてのものがみられるが， 主体は 8世紀から 9世紀である。また，今回はじ

めて緑融陶器，灰融陶器，GY~ ， 輔羽口が出土している。

地区別lこは正庁域と推定される QF地区からの出土が殆どで，次いでQA地区のように建物

跡が検出された地区からが多い。 QF'QA両地区とも 8世紀から 9世紀にかけての遺物を主

としており，全体としての時期差は特に見受けられなL、。ただし，軒先瓦の出土はQF地区か

らが殆どで，また緑馳陶器，灰軸陶器は，点数は少ないが， QF地区からのみであり，乙れら

の点からも QF地区建物跡の特殊な性格が推定される。

他l乙は，弥生時代の婆棺，土器が多量であるが， 奈良 ・平安時代前後の遺物については国府

跡と直接関係がないので，特殊な遺物以外こ乙では扱わない乙とにする。

なお，遺物整理の都合により，今回の報告は53・54年度調査の出土品にとどめ， 55年度分に

ついては，軒先瓦以外は次回報告 したい。

1 .土師器

小皿， 高台付皿，盤，杯，椀， 高台付椀，蓋，高杯，聾， 査が出土している 。ζのうち杯と

椀が大部分である。 QF06及びQF16からの出土が圧到的l乙多い。

全体としては 8世紀後半から10世紀にかけてのものがみられるが， 主体は 9世紀である。ま

た9世紀l乙入ると， 量において土師器が須恵器を上まわるようになる。

乙こでは各器種とと形態により A ・B…l乙分け，さらに法:-，Uこより I・II.…..，乙分類した。

小皿 (Fig.14-001， P L 12) 

001は口径約11.3cm器高約 1.8cmで，体部はやや急I乙立 ち1-'.がる。内外ともナデて仕上げて

いるが，っくりは比較的雑である。小皿は探形の知られるものが 001のみで， 111.的にはごく少

ない。

皿 (Fig.14-002-008， P L 12) 

体部の特徴から， 立 ち上がりの特に小さいものを BとしてA ・B2障に分け，さらにAを法

量から AI-AIII'乙分類する。民的には特l乙A1が多く， Bはとく少ない。いずれも底部をへ

ラで切り縦したあと ，体部と底部内面をナデ調整しているが，出形は細部においてあまり 一定

しない。 Aの一部を除いて，全体l乙厚手の感じを受ける。色調は淡褐色が多い。

皿A1 (002-005) 口径14.4cm-16.6cm，出高1.7cm-2 .3cm。体部が大 きく聞き，白線的

26 
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l乙伸びるもの (002・003)内湾するもの (004) 外向するもの (005)とさまざまであるが，

特に分けなL、。 002・003は底部も 含め全体に薄手に仕上げている。砂粒はあまり 含まない。

皿AII (006・007) 口径17.4cm-19. 7cm，器高1.5cm-2. 6cm，と皿A1より一回り大型

である。体部は直線的に伸びることが多いが，006のように外面下位がナデて丸味をおびる場合

も稀にある。006・007は共に内面及び体部外面にうすい赤色の化装土をかけ，006はさらに化装

がけ部分を横位へラミガキしている。砂粒はあまり含まない。

皿B (008) 体部が低く，盤状を呈す。 008は口径19.7cm，器高 1.6cmで， 全体に厚手の

ため，内面での体部の立上がりは極端に低くなっている。淡褐色で，細砂粒を少し含u'。

高台付皿 (Fig.14-009-01l， P L12) 

高台の高さによってA・B2種に分け，さらにBを法量から B1とBIU乙分類する。高台付

皿は全体的にみつ量は極めて少ない。

高台付皿A (009) 皿部は皿A1の特徴をもち，底部のかなり内側に入って比高的高い高

台を付ける。 009は器壁全体が薄手で，色調は淡檀褐色，やや組L、砂粒を少量含む。

高台付皿B1 (010) 厚手の大型品である。 010は，皿部は形状不明であるが，やや深目

で、口径25cm程度と推定される。脚部は聞き方が少なし 直線的に伸びる。

高台付皿BII (01l) 形態はB1 I乙類するが，はるかに薄手かっ小型である。 011は，皿

部は形状不明であるが，比較的浅めと思われる。脚部はやや外反気味l乙開く。

盤 (Fig.14-012， P L 12) 

平坦な底部からやや内湾気味の低い体部が立ち上がる。量的には極めて少ない。 012は， 破

片から復元して，口径32.2cm，器高 2.0cm。全体に厚手で，丁寧に作られており，底部外面は

端念にへラ ケズリ，底部内面及び体部両面はうすい赤色の化装土をかけ，横位lζへラミガキを

施している。

杯 (Fig.14ー013-032，P L 12) 

体部及びその他の特徴から A-Eの5種に分類する。各形式ごと法量は比較的一定している。

出土した土師器のうちで、は，杯が最も量的に多い。

杯A (013-016) 口径10.7cm-11.9cm，器高 2. 9cm - 3. 6cm。小型の杯で，体部がやや内

湾気味に立ち上がる乙とが多い。底部をへラで切り離したあと，内面及び体部外面をナデ調整

レている。色調は檀褐色 016はやや粗い砂粒を多く含むが，他は細砂粒を少量含む。

杯B (017-024) 口径12.8cm-13.8cm，器高 2.7cm-3.7倒。杯の中では最も多量で6割

を占める。体部が直線的に大 きく開いて伸び，全体lζ器壁がやや薄手の感じを与える。いずれ

も底部をへラで切り離したあと，内面及び体部外面をナデ調整している。樟褐色で，細砂粒を

少量含むものが多L、。 020は底部が内側から穿孔されている。

杯C (025-027) 口径14.2cm-14.4cm，器高 3.9-4.0cm。杯Bより若干大型である。体
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部はやや急l乙立ち上がり，いくぶん内湾気味で，杯81乙比べると全体にふっくらした!晋じを与

える。いずれも底部はへラで切り離し，内面及び体部外面をナデ調整している。憧褐色で，調

砂粒を少量含むものが多L、。ただし，029は内面から体部外面にかけて有機物が付着し黒ずんで

L 、る。

29 



椀 (Fig.14-028-032， P L 12) 

器高 4.0個以上の深目のものを椀とし，杯と区別する。 A-Cの3種あり， Bの内黒椀は法

量によってさらに I・IU乙分類する。

椀A (028・029) 口径13.3cm-13.6cm，器高 4.7cm-5.1cm。体部は直線的に比較的急l乙

立ち上がる。底部はへラで切り離し，内面及び体部外面をナデ調整している。 028はやや厚手

で， 色調檀褐色，砂粒を殆んど含まない。

椀B1 (030) 内面を黒色磨研した内黒土器である。口径14.5cm，器高 5.2cm。体部が内

湾して立ち上がり，口唇部が若干外l乙めくれる。内面はへラミガキ，外面は体部下半をへラケ

ズリ， 上半をナデて仕上げている。細砂粒を少量含む。

椀B11 (031) 杯D1より 一回 り大振りの内黒土器である。口径15.7cm，器高 4.4cm，体

部が厚手で，底部から不明瞭に立ち上がり，若干内湾気味に伸びる。内面はヨコへラ ミカ、キ，

外面は底部，体部ともナデ調整している。細砂粒を少封;含む。

椀C (032) 杯の中では特に大型で，調整が変っている。口径16.6cm，器高 4.7cm。底部

に小さ く，体部が内湾気味多きく聞く。内面は， 体部が器面の荒れで不明だが，底部lζへラ E

カーキ痕を残し，外面は底部をへラで切り離し，体部下半をへラケズリ，上半をヨコナデしてい

る。淡褐色で細砂粒を少量含む。

高台付椀 (Fig.15一033-046，PL13) 

体部及び高台等の特徴から A-Fの6種に分類する。

高台付椀A (033-037) 口径15.2cm-16. 2cm，器高 5.8cm-6.6cm。体部は大部分が直線

的に立ち上がり，底部外側に低い高台が付く。調整は内面から体部上半にかけてナデ，体部下

半をへラケズ リ，さ らに高台付近をナデて仕上げている。色調は障褐色または淡褐色のものが

多く ，砂粒と少量含台。高台付椀の申ではAが最も多く約 5-6割を占める。

高台付椀B (038) 体部は底部から;急l乙折れて[白.線的l乙立ち上が り，低い高台を付ける。

須恵器の形態をよく模している。 038は口径13.8cm，器高 4.6cm。内面から体部外面高台部を

ナデて仕上げている。淡褐色で砂粒を殆ど含まない。

高台付椀C (040) 体部が内湾気味l乙立ち上り， 高台はやや伸びるが，全体に安定した感

じを与える。 内面から体部外面及び高台部をナデ調整，底部外面l乙板目を残す。口径13.9cm，

器高 5.8cm。

高台付椀D (040-042) 平坦にちかい底部から体部が直線的に伸びて開く傾向を示す。高

高台部は外反気味l乙聞き， 高L、。椀部l乙比して高台部が小さ いため，全体l乙不安定な感じを与

える。内面から体部外面，高台部はナデ調整， 041・042は底部外面l乙板目を残す。樟褐色で砂

粒はあまり 含まないも のが多い。

高台付椀E (043) 丸底気味の椀に低い高台が付く 。 039は高台径 7.4cm，調整は底部外

nu 
q
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面以外ナデと思われる。樟褐色で，砂粒を少量含む。

高台付椀F (044・045) 内面は黒色にしてへラミガキを施した内黒土器である。体部は内

湾して伸び， 直線的に開いた高い高台が付く。底部外面はへラ切り離し，体部外面及び高台部

はナデ調整である。全体の知られるものはないが， 044は 0451乙比べ器壁が厚 く，内面がわり

と平坦である。いずれも細砂粒をわずかに含む。

高台付椀G (046) 046は口径18.7cm。高台部を欠失している。法量からいえば鉢にちか

く大振りである。椀部はやや内湾気味l乙立ち上がり，深くつくられている。内面及び体部外面

はナデ，底部内面はへラ切り離しである。樟褐色で，わずかに細砂粒を含む。

高杯 (Fig.15一047，P L13) 

杯部のわかるものがなく， 047は胸部のみ残存する。脚部は段をもたずに開く。外面はナデ

調整，内面にしぼり痕を残す。淡褐色で砂粒を少量含む。

JM (Fig .15-048， P L 13) 

048は口径25.0cm，底部を欠損しているが，丸底と思われる。胴部は上半でややすぼまり，

肥厚した口縁部が外反気味l乙開く。胴部外面を並行線文を刻んだ施文具で縦横にタタキ，胴部

内面を上方向l乙へラケズリしたあと，口縁部とその付近を内外両面ヨコナデして仕上げている。

実際に使用したとみられ，外面l乙爆が付着して黒ずんでいる。内面は黄褐色である。砂粒を多

く含む。

以上の各形式の年代については， 大宰府方面の資料との比較から次のように推定したい。

まず皿は，皿A1が9世紀前半，皿AII及び皿Bは8世紀後半，高台付皿はA.Bとも 9世

紀中頃から後半に比定する。杯は，杯Cを8世紀後半，杯Bを9世紀前半，杯Aを9世紀後

半におき ，法量の小型化をみる。

椀は，椀Aが9世紀後半l乙比定されょうか。椀BI.BIIの内黒土器及び椀Cは底部から体

部にかけて丸味をおび， 10世紀に下ると考えられる。また，高台付椀は， Bが古い形態をとど

めるものとして 8世紀後半， Bを8世紀末から 9世紀前半， Cを9世紀中頃， Dを9世紀後半

l乙位置づけ，法量の小型化が進む一方，体部が湾典化し高台部が発達する傾向を追いたい。高

台付椀E及びGも9世紀のうちに含められよう。また，下の内黒土器は体部の丸味，高台の伸

びから， 10世紀に下ると考えられる。

2.須恵器・陶器

杯，高台付杯，杯蓋，皿，聾， 壷，高杯，鉢，1Mが出土している。遺物の90%はQF6発掘

区の黒色土層， SD一 068溝，S K一 069土墳から出土している。時期は奈良時代である。奈

良時代以前のものとしては RG40発掘区から出土した 7世紀後半から 8世紀初頭に位置づけら
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れる 136・146の杯蓋がある。

数量的に多い杯，高台付杯，杯蓋，皿については分類を試みてみた。形態によってA，B， 

C ……，法量によってし 11，III……細部の特長によ ってし b， c ……l乙分類した。

高台付杯 (Fig.16， P L 14) 

110を除いて全体的に共通した特長をもっている。断面方形の低い高台が底部と体部の境近

くに付き，底部はへラ切り離しである。内外面はヨコナデ，底部内面はナデ調整である。

高台付杯A

体部のたちあがりが特に急なもので口径11.0cm，高台径 7.8cm，器高 4.5cmのものが l点あ

る。底部にはへラ切り離し痕を残す。色調は暗青灰色。

高台付杯B

体部が直線的に外反するもの。

高台付杯B1 (102・103) 口径12.5-13.5cm，器高4-5 cmのもので底部にへラ切り離し

痕を残すB1 a 103とへラ切り離しのあとナデ調整のB1 b 102がある。色調は灰色に近いもの

が多い。

高台付杯B11 (104・105) 口径14.5cm内外，器高 4-5 cmのもので底部にへラ切り離し痕

を残すBlIa 10とへラ切り離しのあとナデ調整のB11 b 105がある。色調は灰色に近いもの

が多い。

高台付杯BIII (06) 口径14.5cm内外， 器高 5-6 cmのもので口径に比べて器高が高 く深

い感じを与える。底部はへラ切り離しのあとナデ調整である。色調は赤味のある灰青色である。

高台付杯BN (107・108) 口径16-17cm，器高 5-6 cmてー底部はへラ切り離しのあとナデ

調整である。色調は灰白色である。

高台付杯C

体部が途中で外側に屈折気味にたちあがるもの。 高台はA・Bf乙比べてやや内側に付く 。

高台付杯C1 (04) 口径12.5-13.5cm，器高 4-5 cmのもので，底部はへラ切り離しの

あとナデ調整である。色調は暗灰色である。

高台付杯C11 (09) 口径16-17cm，器高 5-6 cmのもので内底部隅の器墜を薄くするこ

とによって体部内面に稜ができている。底部はへラ切り離し痕を残す。色調は灰色である。

高台付杯D

体部は直線的に外反するが口縁部がやや外側l乙折れる。口径21.8cm，器高40cmで，杯より盤

とした方がよいのかもしれない。底部に高台の痕跡が残る。色調は青灰色である。

杯 (Fig.16， P L 14) 

口径13-14cm，器高 3-4 cm，法量からは分類されない。内外面はヨコナデ，底部内面はナ

デ調整である。 112の底部には「大」の墨書が， 116の底部には rXJのへラ記号がある。
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杯A

底部と体部の境が丸くなり，体部は直線的にたちあがるものである。底部は磨耗が著しいが

へラ切り離しであろう。色調は灰青色である。

杯B

平坦な底部から体部が直線的にたちあがるもの。底部にへラ切り離し痕を残すBa 114，へ

ラ切り離しのあとナデ調整のBb 112，板目痕を残すBc 113がある。色調は灰青色である。

杯C

平坦な底部から体部がやや外湾しながらたちあがるものである。底部l乙へラ切り離し痕を残

すCa 116，とへラ切り離しのあとナデ調整のCb 115がある。色調は灰青色である。

皿 (Fig.16，PL14) 

器高 3crn以下のものを杯とわけで皿とした。調整は全体l乙共通した特徴をもっ。内外面ヨコ

ナデ底部内面はナデ調整である。色調は灰色が強い青灰褐色のものが多い。

皿A

平坦な底部から体部が直線的にたちあがるものである。

皿A1 (119・120) 口径13-14crn，器高 1-2crnのもので，底部にへラ切り離し痕を残す。

皿A11 (121) 口径日-14crn，器高 2-3 crnのもので，へラ切り離しのあとナデ調整をし

ている。

皿AIII (130) 口径18crn前後，器高 2-3 crnのもので，へラ切り縦しのあとナデ調整をし

ている。

皿B

平坦な底部から体部が外湾気味にたちあがるものである。

皿B1 (117・118) 口径12crn前後，器高 1-2crnのもので，底部にへラ切り離し痕を残す

B 1 a 117とへラ切り離しのあとナデ調整のB1 b 118がある。

皿B11 (122) 口径13-14crn，器高 2-3crnのもので，へラ切り離しのあとナデ調整をし

ている。

皿BIII (125・128) 口径15-17crn，器高 2-3crnのもので 125・128はへラ切り離しのあ

とナデ調整である。

皿C

平坦な底部から体部が内湾気味にたちあがるもので，口径16.4crn，器高 1.4crnの 1点 123が

ある。底部はへラ切り離しのあとナデ調整である。

皿D

底部端が丸く，体部はやや外湾気味になり，口径15-17crn，器高 2-3crnのものである。底

部l乙へラ切り離し痕を残すDa 126，へラ切り離しのあとナデ調整のDb 124・ 127がある。
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皿E

底部が上げ底気味になるもので，口径18cm以上，器高 2-3 cmのものである。 129・131とも

にへラ切り離し痕を残す。 131の底部と体部の境にはへラミガキが施される。

杯董 (Fig.17，PL15) 

すべてつまみをもつが欠損しているものが多く分類の基準にはしなかった。 天井部にはへラ

ケズリを施すが，ケズリ痕をそのまま残すもの，一部ナデて消したもの，ナデてケズリを消し

てしまったものがある。

査A

口縁内側にかえりがあるもの。

蓋A1 (136) 口径12.5cm，器高 2.6cmで、つまみを欠いている。天井部は平坦で，やや屈

折して口縁部l乙続き，ふくらみがあるもの。

蓋AII (146) 口径16.1cm，器高 1.5cmでつまみを欠いている。天井部は平坦で，口縁部

近くで屈折する。

蓋B

天井部は平坦で，そのまま口縁部に続き天井部のふ くらみがないもの。口縁は「くの字」状

に屈折する。

蓋B1 (134) 口径12cm以下，器高1.5叩以下のもの。

蓋BII (135) 口径13-16cm，器高 1.5cm以下のもの。

蓋BIII (147) 口径16-17cm，器高 1.5cm以下のもの。

蓋BN (156) 口径24cm以上，器高1.5-2.5cmのもの。

蓋C

天井部は平坦で，やや屈折して口縁部l乙続き，ふくらみがあるもの。

蓋C1 (138-141) 口径13-16cm，器高1.5-2.5cmのもので，口縁は「鳴」状になる。

蓋CII (144・145) 口径13-16cm，器高 2.5cm以上のもので口縁が「くの字」になるもの

144と「鳴」状になる 145がある。

蓋CIII (148・149) 口径16-17cm，器高1.5-2.5cmのもので，口縁は rr虜」状になる。

査CN (150) 口径16-17cm，器高 2.4cm以上で，口縁は「くの字」状になる。

蓋D

天井部が丸くなり，そのまま口縁に続くもの。

蓋D1 (137) 口径13-16cm，器高1.5-2.5cmのもので，口縁は「くの字」状になる。

蓋DII (143) 口径13-16cm，器高 2.5cm以上のもので，口縁は「くの字」状になる。

蓋DIII (151・152) 口径16-17cm，器高 2.5cm以上のもので，口縁は「くの字」状になる。

蓋DN (153・154) 口径18cm前後，器高 2.5cm以上のもので，口縁が「くの字」状になる
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153と「鳴」状になる 154がある。

蓋E

平坦な天井部から口縁がほぼ直角に屈折するもので 142の1点がある。口径15.4cm，器高2.7

cmで，つまみを欠く。

蓋F

天井部は平坦で，鋭い稜をもって屈折し口縁へと続く 1点がある(155)海部と陸部の境が

はっきりしないが，若干残っている平坦面が磨耗しているようでもある。硯かもしれない。口

径14.6cm，器高 1.3cm。

最も古い須恵器はRG40発掘区から出土した136・146の杯蓋である。いずれも蓋内のかえり

をもつもので 7世紀後半から 8世紀初頭に位置づけられる。 2点を比べると 136のほうが少

し古く位置づけられょうか。他の須恵器は奈良時代をとおしてのものが出土しているが，主体

は奈良時代中頃である。杯では104，皿では127，杯蓋では144・145・150が古く奈良時代前半

に位置づけられる。

硯 (Fig.16， P L 14) 

132は脚部の約 3分の 1しか残存していないが円面硯であると推定される。灰黒色の堅織な焼

成である。脚部から裾部へと猫足状l乙続き，裾部端は下方へ尖がる。脚部には長方形の透孔が

穿たれており，復元すれば 9ヶ所になる。復元裾部径18.0cm，残存器高 8.6cmで、ある。133は全

体の約すしか残存していないが円面鏡である。陸部よりも外堤が高く突帯状にめぐる。外堤下

端l乙一条の突幣をめぐらし，外堤と突帯の聞には透孔が穿たれている。復元外堤径15.0cm，器

~7 .3cmで、ある。須恵器ではあるが全体淡黄

疋色で土師器l乙近い焼と色をしている。調

室は全体l乙ナデである。

壷 (Fig.17，PL14) 

頚部から上を欠く が， 肩l乙稜のある長頚

壷で高台がつく。体部外面下半はへラケズ

リの後ヨコナデ，体部内面ヨコナデ，底部

内面ナデ，底部はへラ切り離し痕を残す。

161は高台径llcm，162は高台径 9.7cmで、あ

る。

聾 (Fig.17) 

いずれも口縁部の破片である。156は大型 口
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Fig.18 蔵骨器実測図
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の聾で復元口径42.4cmで‘ある。口縁は頚部

から大きく外反し端部がたちあがる。端部たちあがり直下に波状の櫛描文様が入る。 157・158

は口縁が「くの字」状l乙外反し，端部が肥厚する。157の口縁端部直下にはカキ目が入る。復元

口径は19cmと22.2cmで、ある。

高杯 (Fig.17)

脚部と裾部が残存している。脚部からゆるやかに広がり裾部へと続L 裾部端は下方へつま

み出され尖がっている。脚部内外面にはしぼり痕が残る。残存高16cmである。

鉢 (Fig.17，P L14) 

口径24cm，底径12cm，器高17.7cmで体部は直線的にたちあがる。底部はへラ切り離し痕を残

し外面上半はヨソナデ，下半はへラケズリ，内面はヨコナデ，底部内面はナデである。

蔵骨器 (Fig.18， P L 18) 

Q B12発掘区から出土したが外部施設はなく蔵骨器の可能性があるとしておきたL、。 164は

須恵器で肩に稜のある高台付長頚壷の頚部を打ち欠いている。打ち欠き部分の直下には二条の

突帯がめぐるが上の突帯の一部のみ残っている。突帯の下の体部l乙は刻みが入る。体部外面の

上半はヨコナデ，下半はへラケズリ，体部内面はヨコナデ，底部内底はナデ，底部はへラケズ

リ痕を残す。色調は黄灰色で，胎土l乙は少量の砂粒を含む。器高15.5cm，口径19.6cm，高台径

15.0cmで、ある。 049は164のすぐ側から出土し，葦であったと推定される。土師器の杯で口径17.9

cm，底径12.5cm，器高 5.9cmである。内外面ともにミガキに近い丁寧なヨコナデ調整が施され

ている。底部はへラ切り離し痕を残す。色調は外面淡褐色，内面淡撞褐色である。

縁軸陶器 (Fig.19ーし PL18) 

低い高台の付く椀である。体部は比較的ゆるやかに

立ち上がり，底部が厚い。底部外面を除いてうすく若

草色の緑軸がかかっている。胎土は白色を呈し，やや

軟質で細砂粒を少々含む。 QF06出土。

灰軸同器 (Fig.19-2， P L18) 

破片であるが，壷の肩部分と思われる。やや長胴の

!惑があり，最大径の肩位l乙双耳と推定される縦長の耳

をつける。楢は暗緑褐色で外面のみかかり，内面はロ

クロ整形痕を明瞭に残す。焼成良好，わずかに砂粒を

含む。 QF06出土。
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Fig.19緑軸・灰軸陶器実測図



Tad. 2 土師器・須恵器出土地点一覧表

地 点 土 師 器 ( 遺 物 番 号) 須恵器 (遺物番号)

005--007， 014，015， 021 105，106，109，116，120，121，125，126 

026，028，029，031，032 128，130，138，142，147，151，152，155 

034， 037， 038， 045 S D067-104，127 

QF06 S D068ー112，124，137，145，149

S K069-102，108，111，1l3，1l5，1l7 

118，122，123，134，139，140 

141，144，157 --159，161 

QA10 039 
101，103，110，114，132，154，156，157 

160，163 

QAll 131 

QA12 033， 036 

QA13 002， 018， 035， 046 

030， 042， 044 S D 067-129 
Q B12 

S D 073-012 S D 074-150 

Q B15 004，008，009，017，023，024 

010 133，135，143 

Q F16 
S K088ほか-003，016，011，019

020，022，025，027 

041，043，048 

Q F18 013， 047 

Q F22 040 

RG40 136，146 

od
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3 .瓦

軒丸瓦 (Fig.20・21，P L16) 

S B060， S B090， S B093， S B099 といった国庁建物跡と考えられる遺構を検出したQ

F地区から，細片も含め計 6種17点の軒丸瓦が出土した。ただし次のとおり単弁六弁軒丸瓦 1

種を除いて他は既に出土が知られ，前報告書で紹介されている形式である。

複弁八弁蓮華文軒丸瓦(肥前国府跡 1J の軒丸瓦Ho.1)……QF6 ( 3点) QF16 (4 

Q F18 (1点)

単弁八弁蓮華文軒丸瓦(同五 2)……QF6 (4点) QF6 (1点)

単弁九弁蓮華文軒丸瓦(同五 3)……QF6 (1点) Q F26 (1 

唐草文帯蓮華文軒丸瓦(周五 4)…"'QF16 (1点)

単弁八弁蓮華文軒丸瓦(同五 5)・…"QF16 (1点)

単弁六弁蓮華文軒丸瓦(新形式)…"'QF16(3点)

出土地区別にはQF18とQF26から各 1点，他は全てQF6及びQF16からの出土である。

また，層位別には殆どが黒色土上面からの出土であるが，遺構との関係が直接問題になるもの

は少ない。わずかに，複弁八弁蓮華文軒丸瓦がSB 060の柱穴埋め土中及びSK 080埋土中か
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301 単弁九弁蓮華文軒丸瓦

瓦当一復元径14.7cm，厚 4.0cm

内 区 中房径 4.6cm，蓮子1+ 8 

外区ー内縁幅1.6m，珠文20

外縁幅 0.9cm，外伝高 0.5cm

胎土 白褐色，砂粒少し含む

302 単弁八弁蓮華文軒丸瓦

瓦当ー復元径17cm，厚 2.4cm

内区ー中房径 5.4cm，蓮子 1+ 5 +10 

外区ー内縁幅1.3佃， 唐草文

外縁幅 2.0cm，外縁高 0.3cm
rX J文字

胎土ー明灰色，粗砂粒やや多く含む

Fig.20 軒丸瓦実測図(す)
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303 単弁六弁蓮華文軒丸瓦

瓦当ー径17.7叩， 厚 3.6佃

内区ー中房径 3.8佃，蓮子 1+ 4 

外区ー内縁幅 1.2佃，珠文24
外縁幅 0.4咽，外縁高 0.2咽

丸瓦部 ー玉縁付，長40.0叩

胎土ー淡黄褐色.*且砂粒を含む
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304 単弁八弁蓮華文軒丸瓦

瓦当ー径19.8叩，厚不明

内 区 ー中房径 7.5佃，蓮子不明

外区ー内縁幅 2.0佃，珠文16

外縁幅 0.7佃，外縁高 0.3佃

淡黄掲色，粗砂粒を含む土

305 均整唐草文軒平瓦

復元幅25.7佃

段顎ー幅 5.7佃， 高 1.0田

上外区ー外向陽起鋸歯文21
脇 区 ー珠文各 5

平瓦部 ー下面斜格子叩目

胎土ー淡黄縄色，砂粒を含む
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軒丸瓦・軒平瓦実測図 (す)
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ら，そして単弁六弁蓮華文軒丸瓦がSK 080埋土中から出土したにすぎない。

ここでは細片を除いて，新しく加わった 303の単弁六弁軒丸瓦と他3点を紹介するにとどめ

る。

301は単弁九弁蓮華文軒丸瓦。全体l乙造りが粗雑な観はまぬがれず，文様の彫りも浅く，平

面的である。瓦当面には木型の板目を残す。瓦当縁下顎部はへラケズリ，丸瓦部との接合面は

軽くナデた程度で，特l乙調整は行っていない。 QF26のSB 090身舎柱穴の埋め土上部から出

土した。類例は肥前国分寺跡からも出土している。

302は単弁八弁蓮華文軒丸瓦。内縁の簡略化された唐草文様と外縁の IXJ 字文様l乙特徴が

ある。文様全体の硬化は否めないが，蓮華文にいくぶんの流麗さをとどめている。 QF26発掘

区から出土した。

303は単弁六弁蓮華文軒丸瓦。蓮華文，種子，珠文など文様は極めて平面的であり全てが同

じ調子の線と点で構成され肉厚な描出は全くない。しかも全体に粗雑であり焼成も十分でない。

丸瓦部は玉縁付で，瓦当面との角度は約15度とかなり鋭角的である。調整は瓦当下顎部下半を

へラケズリ，その上半を横ナデ。丸瓦部は外面を縦l乙へラナデのあとかるく指ナデ，側面はへ

ラで切り離したあと，さらに内側の稜をかるく削り落している。内面に布目を明瞭に残す。 Q

F16発掘区のSK 080から乙れともう 1点同形式の完形品が出土した。

304は単弁八弁軒丸瓦。 SK 080より 1点のみ出土した。 3031[類するが，文様はさらに粗

雑で焼成もあまい。 303同様に平面的な彫りで線と点で構成されているが，珠文は四角形を呈

したままにおかれておりさらに退化した感じをうける。

軒平瓦 (Fig.21，PL16) 

軒丸瓦同様， QF地区からのみ出土した。次のとおり細片も含めて 4種4点あるが，全て前

報告書で既に出土が知られているものばかりである。

均整唐草文軒平瓦(r肥前国府跡 1.1)軒平瓦五 1)・…"QF16(1点)

均整唐草文軒平瓦(同五 3)……Q F 16 (1点)

偏行唐草文軒平瓦(周五 4)…"'QF16 (1点)

偏行唐草文軒平瓦(同五 5)…"'QF 6 (1点)

このうち，均整唐草文軒平瓦(r肥前国府跡 1.1)軒平瓦版1) 1点がSK 080埋土中から，

他はいずれも黒色土層から出土した。

ここでは細片を除いて， 一応全体の知られる均整唐草文軒平瓦(r肥前国府跡 1.1)軒丸瓦版

3 )のみ紹介する。

305は均整唐草文軒平瓦。中心飾をおいて左右1[8回反転の唐草文を流す。文様の彫りはあ

まり深くなく，全体に寸のつまった感じを与える。平瓦部との接合面では，平瓦小口部l乙太邑

の IXJ形の刻みを入れ，接着l乙工夫しせいる。調整は瓦当表面及び下顎部は粘土を足して横

-42 



ナデ。平瓦部は布目を残す表面で部分的に斜位ハケ，裏面は斜格子目タタキのあと，聞をおき

ながら縦にナデて仕上げている。また，側面は-E!.へラで切り離したあと，さらに表面側の稜

をケズリ落して調整している。焼成はあまりよくなし九 QF16から出土した。

丸瓦 (Fig.22，P L17) 

玉縁付と行基式の 2種がある。タタキ目は 9割方格子目で縄目のものは少なし格子目でも

精粗差が大きし、。乙 ζ では完形または完形にちかい 3点を紹介する。

306は玉縁付丸瓦。 玉縁部を含む全長31cm，下端幅17.2cm。側面はへラで切り離されたまま

である。裏面l乙明瞭な布目を残す。表面は玉縁部とその周辺を横ナデ，他は比較的彫りの浅い

口

1
1
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-
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306 

O 
恒置置

308 

Fig.22 丸瓦実測図
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細かな斜格子目タタキのあと，ほぼタタキ目を残さないまで縦位l乙ナデ消している。胎土に細

かな砂粒を含み，色調は灰白色ながら比較的焼成良好である。 QF18出土。

307も， 玉縁部を欠失するが，ほぽ同工の丸瓦である。現存長26.3cm，復元下端幅17cm。側

面はへラで切り般されたままである。 裏面l乙明瞭な布目を残す。表面は磨滅が著しいが，格子

309 

310 

Fig.23 平瓦実測図 ? 20cm 
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日夕タキのあと，間隔をおいて縦にナデて仕上げている。乙のタタキ目は一つの単位が幅約 5

cm，長さ約20cmで，刻み文様の構成が上下で異なる叩板が用いられている。淡褐色を呈し，焼

成はややあまい。胎土l乙細かな砂粒を含む。 QF18出土。

308は行基式の丸瓦。全長30.5cm，下端幅19.2cmで， 306・307に比べると一回り大きい。側

面はへラ切り離しのままである。裏面l乙布目を残す。表面は比較的粗L、斜格子タタキ目のあと，

間隔をおいて縦l乙ナデて仕上げている。淡黄褐色で燃成は普通，胎土l乙細かな砂粒を含む。 Q

F18出土。

平瓦 (Fig.23，P Ll7) 

丸瓦同様 9割方は格子目タタキで，縄目のものは少なし、。 完形品はないが，格子目と縄目

の両タタキ各 1点のみ紹介する。

309は縄目タタキの平瓦。全長41cm，復元下端幅31cm，厚さ約 2.8cmで・ある。側面は 2回の

へラケズリ，上下両端は表面側で 1回へラケズリを行い稜を落している。表面にはやや粗い布

目を明瞭に残す。組い砂組を含み，淡褐色で焼成はあまり良くない。 QF16出土。

310は格子目 タタキの平瓦。端幅28cm，全長は不明である。 309と異なり，側面及び下端面

はへラ切り厳しのままである。表面は布目をほとんど残さないまでに縦位ハケ調整，裏面は粗

い格子目タタキのあと，下端部付近を横ナデて仕上げている。淡褐色を呈し焼成は普通，粗い

砂粒を含む。 QF16出土。

道具瓦 (Fig.24，P L18) 

畏斗瓦のみ11点出土した。 SB 090のような四面廟の建物跡も見つかっているので，隅切瓦

等，他種の道具瓦の出土もありうるが，今のと乙ろ不明である。

嬰斗瓦は主に幅でA(幅15cm前後)， B (10cm前後)， C (幅 7cm前後)の3種l乙大別される。

Aは平瓦を半載したもので 2点とも縄目タタキをもち，片方側面l乙2回のへラケズリを残し

ている。 Bはいずれも格子目タタキないしは完全にタタキ目をナデ消したもので 1点は側面

313 

312 
311 

O 10cm 

Fig.24 道具瓦実測図
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の稜をかるく落しているが，他 2点は切り離しのままである。 Cは6点とも両側面は切り離し

のままで，丸瓦を利用したもの 1点を含む。いずれも格子タタキ目あるいは完全にナデて仕上

げたものである。

310・311・312いずれも QF16のSK 080から出土した。

以上，今回の調査で出土した瓦の年代については，全体として格子目タタキが主体となって

いくぶん新しい傾向を示すとはいえ，軒丸瓦でみると，複弁八弁蓮華文から単弁八弁蓮華文ま

でかなりの幅がある。複弁八弁軒丸瓦はL、わゆる鴻櫨館式の系統に属し，大宰府政庁跡では 8

世紀初頭が上限とされている。肥前国分寺跡でも出土しており，その創建時のものとすれば，

国府跡との関係が問題となり，天平勝宝8年 (756)まで遡りうる可能性を含むものとなる。

また 303単弁六弁蓮華文， 304単弁八弁蓮華文の 2種は共にSK080埋土中から出土しており ，

同時期と思われる。奈良時代の様式のうちに含められよう。

4 .その他の遺物

輔羽田 (Fig.25-401，PL18) 

基部を欠くもので，先端は二次加熱を受け灰色に変 ( 

色し，孔周囲には鉱津が付着している。外面には縦位

の沈線が幾本も入っている。胎土l乙は砂粒を多く 含む。

Q A13出土。

鉄鍬 (Fig.25-402)

残存全長10.4cm，残存身長 6.3cm，箆被長 2.1cm，

残存茎長 3.0cm，身幅 2.4cm断面丸造りで腸扶をもっ

長身の鉄鍬である。茎部l乙木質が残存し，桜の皮で巻

いである。QAllの3号石棺墓の副葬品である。
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Fig.25 鉄鍬 ・輔羽口実測図



V 総 括

肥前国府跡は昭和51年から 6次におよぶ発掘調査で，その主要部の手懸りをやっと掴んだと

いえよう。第 1次 (51年度)発掘調査は、久池井部落と惣座部落との聞に開けた水田と果樹園

地帯があるが，その国道 263号線東側の水団地帯を対象l乙実施した。この地域は，米富二郎氏

が，丁の坪 (字名) を中心lこ国庁 ・国府域を推定されていた所である。結果は， 国庁 ・国府に

係わると見られる遺構は検出できなかった。ただ，国道 263号線に近い所で，南北に 150m以

上のびる 2条の溝SD 049西と SD 049東が間隔を 2.7mおいてあった。乙の 2条の南北溝が

国府域とどのような係わりを持っか不明である。

第 1-2次の発掘調査の後半は， 国道 263号線西側を中心に実施した。その結果，RG地区

の密柑畑と RB地区の畑地で掘立柱の建物SB 001とSB 006とを検出した。 SB 001は7間

x 3聞の東西棟の建物で，掘形平面 も一辺約 0.6mで，本格的な掘立柱建物である。梁行が3

閤，柱間も天平尺の関数とはならず，大宰府の古い時期の掘立柱建物に似通っているが，国庁

の主要建物には難しいと思われた。 SB 006掘立柱建物は 2間x2聞の総柱であるがSB 001 

とは建築方位が違い，小規模であった。第 3次の調査では， DD地区とRG地区で掘立柱建物

群会検出した。DD地区のSB 007掘立柱建物は 5間x3聞の総柱で，柱痕径0.25cmあり，正

倉的な建物とみられた。SB 004の北側には東西溝SD 019があった。 RG地区の掘立柱建物

群は 3期にわけで建てられていた。 2期目の建物に7間以上x2聞の南北に長い建物SB 004 

があり ，ま た，東西および南北の溝が建築群を画するように存在しているが，規則性のある建

物配置は認められなかった。この地域では， 瓦類の出土がほとんど見られず， 国庁の一画とす

るには困難があった。

4次・ 5次の発掘調査は， Q地区を中心l乙実施した。結果は. QC地区通称瓦塚周辺におい

て 5間x2聞の東西棟建物SB 008を検出した。乙の建物の西妻と切りあった南北溝があっ

た。SB 008は単独の検出であり， 発掘範囲内で関連する遺構は確認できず，まとまりのある

建物配置関係は確認できなかった。ところが， QF地区の 1辺1.4mの大きな柱掘形をもっ東

西棟の掘立柱建物は，柱間距離が桁行 3.0m，梁行 2.7mで4間以上x2間あり，乙れまでの

発掘調査で検出した建物跡では，最大規模である。 SB 060は東側が発掘区外にあり，全体規

模を確認できなかったが，周辺からの瓦の出土量も多く，国庁の主要な建物と考えられた。し

たがって 6次の調査ではこの SB 060を中心に調査を進めることにした。

第 6次の調査は， 前記の SB 060掘立柱建物を国府の中心的な建物とみたてて実施した。そ

の結果， S B 060は桁行 7間， 梁行 2間の東西棟建物であり，さらに南側約38mのところに，

東西両妻を揃えた，同規模の東西棟建物SB 093を検出した。この建物は， S B 060と柱掘形，

柱間距離， 柱間数が同じであり ，北側には， 玉石造りの雨落溝をもっている。 SB 060・SB
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093は，規模，軸線をそろえた配置からみて，国庁の主要部であり，両建物の心心を通る南北軸

線は，国庁の南北軸線とみられた。そのため， S B 060とSB 093の間で桝掘りで確認してい

た柱掘形の付近を大きく広げて発掘した結果， S B 060とSB 093の四面に廟をつけたような

桁行 9間，梁行4聞の四面閥の東西棟建物SB 090を検出した。

S B 090掘立柱建物は，乙れまでの発掘調査で検出した建物のなかで，最大規模のもので，

四面に廟を有する，まさに，国庁の中心的建物にふさわしいものである。身舎は，SB060とSB

0931乙妻をそろえる配置関係にあり，これらの建物は，同一時期， 一定の地割のもとに建立され

た可能性が強い。

S B 060・SB 090・SB 093各東西棟の掘立柱建物は，南北の軸線を一つにしている。し

かも，これまで検出した建物跡よりいずれも規模が大きく，国府・国庁の中心的建築物で、ある

ことは間違いない。桁行 9間，梁行4間四面崩の SB 090が国庁正殿，桁行 7間，梁行4聞の

S B 093が前殿，前殿と同規模の SB 060を後殿として考えられよう。

また，正殿とみられる SB 090東西棟建物には，その西妻中央l乙，回廊と考えられる SB 099 

がとりついている。 SB 099は，梁行 1間，桁行 8間以上の単廊で， S B 090とは建築方位が

同じである。西側は，発掘区外であり，どのようになるか不明である。しかし，正殿に回廊の

とりつく形式は，現在，全国確認されている国庁建物の配置からいって数少ない例である。

肥前国府跡の発掘調査は，今後も続ける予定であるので，乙れまでの調査結果から，国庁の

建物配置を推定するのは危険であるが，今後の調査方針を考えるうえ，一応の考察を詰みてお

きたL、。正殿・前殿・後殿は， S B 090・SB 093・SB 060をあてて間違いなかろう。

これらの建物の配置関係をみると，正殿SB 090と後殿SB 060との心心距離は， 21. 28m 

(71. 5尺)，正殿SB 090と前殿SB 093との心心距離は 16.58m (55.5尺)である。正殿S

B 090は，後殿SB 060との間隔が13.2m (44.5尺)，前殿SB 093との間隔は 8.5m (25.5 

尺)である。正殿SB 060の南前面は，後殿SB 060の南前面との距離が24.0m(80尺)，前殿

S B 093南前面との距離が13.9(約46.5尺)である。これらから，建物配置の地割基準を決定す

るのは現在のところ困難である。今後，国庁跡の四至を確認し，地割基準を考えたい。

正殿SB 090西妻にとりっき，西へ延びる回廊 SB 099であるが， 主要建物にとりつく回廊
設 l

があるのは，近江国庁だけである。近江国庁は，正殿と後殿を単廊形式の回廊でつなぎ，さら

に正殿と脇殿とを回廊でつないでいる。肥前国府の場合，近江国府のような形式も考えられる
注 2

が，国府以外で求めれば，大宰府政庁が正殿の東西l乙各妻l乙回廊がとりつく形式で，その回廊

は，東・西l乙延ひーて，政庁を画する回廊・築地i乙連続しする。肥前国府は，大宰府官内であり，

出土する瓦の形式の近似性からいっても，大宰府政庁と同様の形式をとると考えたい。ただし，

大宰府政庁の場合回廊は，正殿の前面にそってとりつくが，肥前国府の場合は，正殿の西妻のほ

ぼ中央部にとりついている。また，回廊の東妻の柱穴が，他と違って，正殿の西妻柱と交又してい
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る。あるいは，別の機能を持つ建物の可能性もある。

脇殿は，これまでの調査で明らかに出来なかったが， Q F23発掘区で，柱掘形をー ヶ所検出
注3 住 4

している。乙れは，国庁南北中軸線の距離から26.4mのところにあり，近江・伯脅・下野の国

府例 (33m)からいって，脇殿の柱掘形の可能性が強い。国庁の画線は，正殿SB 090の心か

ら43mと所のQF24発掘区で， S D 086とSD 087を検出しているが，現在のと乙ろでは，国

庁の北辺を画するものとは断定できなL、。

肥前国庁の地割，建物配置関係については，今後の発掘調査で，東西南北の門跡・脇殿跡・

築地・回廊，付属の講を確認するなかで自ずと明らかになってこよう。

遺物は，8 -9世紀の土器類が主である。なかに，緑粕陶器・灰粕問器・陶硯があり，この

一帯の遺構の性格を暗示している。緑軸陶器の産地同定は困難であるが，灰軸陶器は，胎土 ・
住5 注6

粕・形態からみて尾張猿投産とみて間違いなかろう。陶硯は県下で4点目 5点目の出土であ

る。

今回検出した国庁の遺構は， 周囲から出土した遺物が， 主に土器が 8-9世紀，瓦も 8-9

世紀のものである。正殿SB 090などの建築跡と直接関係をもって出土した遺物はなL、。した

がって，正殿SB 090などの年代の確定は難しいが，基準尺が，ほぼ天平尺 (29.9cm)と推定

され 8世紀前半の潟慮館式が存在する所から 8世紀前半l乙建立 9世紀後半まで 2期以上

にわたって立て替えられながら続々したと考えられる O

注

1 .休博道「近江国府遺跡J r日本考古学年報J28 (1975年版)日本考古学協会， 77.4 r史

蹟近江国衛跡調査概要」滋賀県教育委員会 1978. 3 

2.鏡山 猛「大宰府都城の研究」

3.佐藤興治他「伯曹国分寺・官衛跡の調査 (2)J 11'奈良国立文化財研究所年報J1975 

4.大金宣亮 「下野国府跡J r日本考古学年報J29 (1976年版)

5.檎崎彰一「猿投窯J 11'向器全集31J1966平凡社

6 . (1)福田義彦 「藤付B遺跡J r大門西遺跡』佐賀県文化財調査報告書第51集九州横断自

動車道関係埋蔵文化財報告書(1)佐賀県教育委員会1980. 3 

(2) 神埼郡神埼町川寄吉原遺跡円面硯。佐賀県教育委員会調査 1979

(3) 藤津郡塩田町南志田遺跡円面現。佐賀県教育委員会調査 1981
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1. Q F06発掘区 S B060 南から 2. Q F06発掘区 S B060 西から
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1. Q F 16発掘区

S B060西から 2. Q F16発掘区

S B060東から
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1. Q F26・28発掘区 S B090 東から 2. Q F26発掘区 S B090 北から



1. Q F06発掘区

S B079西から

2. Q F017発掘区

S B090南から



1. Q F 18発掘区

S B093西から

2. Q F 18発掘区

S B093南から



1. Q F19発掘区北から

2. Q F20発掘区西南から

3. Q F23発掘区南から



1. QAll発掘区 S B075 西から 2. Q A 13発掘区 S B076 北から



1" Q"F27発掘区南から

2" Q F25発掘区北から

3" Q F24発掘区北から



1. QE 7発掘区南から

2. QAlO発掘区南から

3. R G40発掘区北から

4. Q A 14発掘区東から
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道具瓦 401 

165 
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道具瓦・陶器・蔵骨器・輔羽口・硯
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